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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月8日(2010.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラインを通して治療流体を注入ポンプにポンピングするためのシステムであって、
　流体源との流体連通を提供するように接続可能な注入口と、ポンプ吐出口とを有する注
入ポンプ内のポンピングチャンバと、
　圧縮ストロークを前記ポンピングチャンバに提供するように適合された加力アセンブリ
と
　を含み、前記圧縮ストロークによって、前記ポンピングチャンバから前記注入口への流
体の逆流を制限する一方、前記ポンピングチャンバから前記ポンプ吐出口へ流体を付勢す
る、システム。
【請求項２】
　前記加力アセンブリが、注入口弁アクチュエータと、ポンプアクチュエータとに連結さ
れることによって、前記ポンプアクチュエータが前記ポンピングチャンバから前記ポンプ
吐出口へ流体を付勢する場合、前記圧縮ストロークが、前記注入口と前記流体源との間に
連結された注入口弁を作動し、前記弁を閉鎖する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記加力アセンブリは、前記弁アクチュエータと、前記ポンプアクチュエータと、前記
弁アクチュエータおよび前記ポンプアクチュエータの協調動作のためのモータとに連結さ
れたプレートを含む、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記モータは、形状記憶アクチュエータを含む、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記モータは、再利用可能な部分内に嵌入するために、前記形状記憶アクチュエータを
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折り曲げるための少なくとも１つの滑車を含む、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記加力アセンブリは、モータを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記モータは、形状記憶アクチュエータを含む、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記形状記憶アクチュエータは、前記形状記憶アクチュエータを通る異なる長さの複数
の電気経路を提供するように電気的に連結される、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記加力アセンブリは、通常ポンピング条件下で前記ポンピングチャンバを動作させる
ための通常モードと、前記ポンピングチャンバにプライミングするためのプライミングモ
ードとを有し、前記形状記憶アクチュエータの短い方の電気経路は、前記加力アセンブリ
の前記通常モードの間に使用され、前記加力アセンブリの前記プライミングモードの間、
長い方の電気経路が使用される、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記モータは、複数の形状記憶アクチュエータを含む、請求項６に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記複数の形状記憶アクチュエータは、前記加力アセンブリの冗長的な動作を提供する
、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　異なる数の形状記憶アクチュエータを使用し、異なる作動力またはストローク長を提供
する、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記複数の形状記憶アクチュエータは、少なくとも２つの異なる長さの形状記憶アクチ
ュエータを含む、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記加力アセンブリは、通常ポンピング条件下で前記ポンピングチャンバを動作させる
ための通常モードと、前記ポンピングチャンバにプライミングするためのプライミングモ
ードとを有し、前記加力アセンブリの前記通常モードの間に短い方の形状記憶アクチュエ
ータを使用され、前記加力アセンブリの前記プライミングモードの間に長い方の形状記憶
アクチュエータが使用される、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記加力アセンブリは、少なくとも基礎モードとボーラスモードとで動作し、前記ポン
ピングチャンバは、前記基礎モードの場合、基礎率で流体を出力し、前記ポンピングチャ
ンバは、前記ボーラスモードの場合、ボーラス率で流体を出力し、前記ボーラスモード率
は、前記基礎モード率を上回り、前記加力アセンブリの前記基礎モードの間、短い方の形
状記憶アクチュエータが使用され、前記加力アセンブリの前記ボーラスモード間、長い方
の形状記憶アクチュエータが使用される、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記複数の形状記憶アクチュエータは、少なくとも２つの異なる口径の形状記憶アクチ
ュエータを含む、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ポンプ吐出口と直列の下流分注アセンブリをさらに含み、前記分注アセンブリは、
弾性分注チャンバを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記ラインを流れる流動に関するパラメータを測定するためのセンサをさらに含む、請
求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ポンピングチャンバ、前記注入口、前記吐出口、および前記力作動アセンブリは、
パッチとして装着されるサイズの流体送達装置の構成要素である、請求項１に記載のシス
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テム。
【請求項２０】
　前記分注アセンブリの下流に位置する蛇行性の高インピーダンス導管をさらに含む、請
求項１７に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記導管は、少なくとも２つの転換点を有する、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記導管は、コイル状である、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記導管は、蛇行形状を有する、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記導管は、前記流体の粘度および密度のうちの少なくとも１つに基づいて、所定のイ
ンピーダンスを提供するように選択される長さおよび内径を有する、請求項２０に記載の
システム。
【請求項２５】
　前記導管の前記内径は、前記導管を流れる治療用液体の流動による閉塞を防止するため
、十分に大きい、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記ポンプ吐出口への一方向流を強制するための受動弁をさらに含む、請求項１に記載
のシステム。
【請求項２７】
　前記受動弁は、前記ポンピングチャンバの下流に位置付けられる、請求項２６に記載の
システム。
【請求項２８】
　前記受動弁は、前記分注アセンブリの上流に位置付けられる、請求項２７に記載のシス
テム。
【請求項２９】
　前記ラインの少なくとも一部は、使い捨て可能な構成要素に統合され、前記加力アセン
ブリは、着脱可能で再利用可能な構成要素に統合され、前記使い捨て可能な構成要素上の
膜材料は、前記再利用可能な構成要素に隣接している、請求項１に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記膜材料は、前記ポンピングチャンバと、注入口弁と、前記出力への一方向流を強制
するための受動弁とを画定する前記ライン内の領域に重なる、請求項２９に記載のシステ
ム。
【請求項３１】
　前記加力アセンブリによって、前記弁を画定する前記領域のそれぞれを覆う前記膜材料
に変形力が加えられ、前記弁の閉鎖をもたらす、請求項３０に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記加力アセンブリによって、前記ポンピングチャンバを画定する前記領域を覆う前記
膜材料に変形力が加えられ、前記ポンピングチャンバからの流体への付勢をもたらす、請
求項３０に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記加力アセンブリは、前記吐出口へ流動を付勢するために、前記ポンピングチャンバ
の圧縮前に、前記注入口の密閉をもたらす、請求項１に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記加力アセンブリは、注入口密閉部材とポンプ圧縮部材とを含む、請求項３３に記載
のシステム。
【請求項３５】
　前記加力アセンブリは、前記ポンプ圧縮部材が前記ポンピングチャンバにポンピング力
を加えている間でも、前記密閉スプリングに次第に負荷をかけるために、前記ポンプ圧縮
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部材を作動し、また、密閉スプリングを介して前記注入口密閉部材を作動する駆動部材を
含む、請求項３４に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記注入口密閉部材と前記ポンプ圧縮部材の両方を作動させる駆動部材をさらに含み、
前記注入口密閉部材は、前記駆動部材と前記密閉部材の一体型支持部との間に位置付けら
れた密閉スプリングを含み、前記注入口密閉部材は、前記駆動部材の開口部内に摺動可能
に据え付けられ、
　前記ポンプ圧縮部材は、遠位圧縮部材支持部と前記駆動部材との間に位置付けられた戻
しスプリングを含み、
　作業ストロークの間、前記駆動部材は、前記密閉スプリングを圧縮し、前記一体型支持
部を介して、前記密閉部材に駆動力を伝達する一方、前記ポンプ圧縮部材を前記ポンピン
グチャンバへ駆動する間でも、前記駆動部材が、前記密閉部材のシャフトに沿って摺動す
る、請求項３４に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記密閉スプリングは、前記ポンプ圧縮部材が前記ポンピングチャンバにポンピング力
を加えている間でも、圧縮される、請求項３６に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記圧縮部材は、前記支持部との接触を介して、戻りストロークを制限する遠位停止部
をさらに含む、請求項３７に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記密閉部材は、前記駆動部材の開口部を越えて延在することによって、前記戻りスト
ロークの間、前記駆動部材が、近位拡張部を係合し、変位させて、前記注入口への流動を
可能にする、近位拡張部を含む、請求項３７に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記加力アセンブリは、形状記憶アクチュエータによって作動される、請求項１に記載
のシステム。
【請求項４１】
　前記受動弁は、ポペットバイアススプリングによって、据え付けられた膜に対しバイア
スされるポペットを含む、請求項２６に記載のシステム。
【請求項４２】
　機械的利点が、前記ポペットを持ち上げるステップに有利に働く、請求項４１に記載の
システム。
【請求項４３】
　ラインを通して治療流体を注入ポンプにポンピングするためのシステムであって、
　非加圧化流体源との流体連通を提供するように接続可能な注入口と、ポンプ吐出口とを
有する注入ポンプ内のポンピングチャンバと、
　圧縮ストロークを前記ポンピングチャンバに提供するように適合された加力アセンブリ
と
　を含み、前記圧縮ストロークによって、前記ポンピングチャンバから前記注入口への流
体の逆流を制限する一方、前記ポンピングチャンバから前記ポンプ吐出口へ流体を付勢す
る、システム。
【請求項４４】
　前記加力アセンブリが、注入口弁アクチュエータと、ポンプアクチュエータとに連結さ
れることによって、前記ポンプアクチュエータが前記ポンピングチャンバから前記ポンプ
吐出口へ流体を付勢する場合、前記圧縮ストロークが、前記注入口と前記流体源との間に
連結された注入口弁を作動し、前記弁を閉鎖する、請求項４３に記載のシステム。
【請求項４５】
　前記加力アセンブリは、前記弁アクチュエータと、前記ポンプアクチュエータと、前記
弁アクチュエータおよび前記ポンプアクチュエータの協調動作のためのモータとに連結さ
れたプレートを含む、請求項４４に記載のシステム。
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【請求項４６】
　前記モータは、形状記憶アクチュエータを含む、請求項４５に記載のシステム。
【請求項４７】
　前記ポンプ吐出口への一方向流を強制するための受動弁をさらに含む、請求項４３に記
載のシステム。
【請求項４８】
　前記ラインの少なくとも一部は、使い捨て可能な構成要素に統合され、前記加力アセン
ブリは、着脱可能で再利用可能な構成要素に統合され、前記使い捨て可能な構成要素上の
膜材料は、前記再利用可能な構成要素に隣接している、請求項４３に記載のシステム。
【請求項４９】
　ラインを通して治療流体を注入ポンプにポンピングするためのシステムであって、
　非加圧化流体源との流体連通を提供するように接続可能な注入口と、ポンプ吐出口とを
有する注入ポンプ内のポンピングチャンバと、
　圧縮ストロークを前記ポンピングチャンバに提供するように適合された加力アセンブリ
であって、前記加力アセンブリは、弁アクチュエータと、ポンプアクチュエータと、前記
弁アクチュエータとポンプアクチュエータとを作動させる形状記憶アクチュエータとを備
える、加力アセンブリと
　を含み、前記圧縮ストロークによって、前記ポンピングチャンバから前記注入口への流
体の逆流を制限する一方、前記ポンピングチャンバから前記ポンプ吐出口へ流体を付勢す
る、システム。
【請求項５０】
　前記ポンプ吐出口への一方向流を強制するための受動弁をさらに含む、請求項４９に記
載のシステム。
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